
【
二
月
二
十
三
日
】

■
「
第
３
回

福
祉
会
議
」
粟
井
地
区
の
福
祉
課
題

◎
二
〇
二
五
年
を
目
標
に
改
定
が
進
む
、

美
作
市
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中

間
報
告
を
受
け
、
意
見
を
出
し
合
い
ま

し
た
。

◎
粟
井
地
区
の
福
祉
課
題
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
課
題
と
し
て

①
粟
井
地
区
が
ま
す
ま
す
高
齢
化
し
て

き
た
。

②
色
々
な
と
こ
ろ
で
、
担
い
手
不
足
が

現
れ
て
き
て
い
る
。

③
全
体
的
に
、
役
員
の
選
出
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

④
移
動
手
段
に
困
る
人
が
増
え
て
き
て

い
る
。

⑤
近
く
で
外
食
が
出
来
な
く
な
っ
た
。

⑥
常
会
等
、
今
ま
で
出
来
て
い
た
こ
と

で
も
、
出
来
に
く
く
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
も
と
に
、
課
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
活
動
も
協
議
し

ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
三
月
十
六
日
】

◎
令
和
５
年
度
作
東
地
域
自
治
振
興
協
議
会
総
会
の
議
案
検
討
を
し
ま
し
た
。

◎
地
区
単
位
で
行
っ
た
「
敬
老
祝
賀
会
」
の
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。

◎
社
協
の
「
地
区
、
地
域
、
市
の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
を
移
行
期
間
と
し
て
各
地
区
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◎
愛
育
・
栄
養
委
員
に
つ
い
て
、
目
的
、
活
動
内
容
、
人
数
、
名
称
等
に
つ
い

て
、
自
治
振
で
も
今
後
２
年
間
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◎
令
和
５
年
度
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
を
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
で
、
文
化
協
会
と
も

連
携
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

四
月
十
四
日
（
金
）
作
東
地
域
自
治
振
興
協
議
会
総
会

役
員
総
会

十
六
日
（
日
）
粟
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
総
会

役
員
総
会

二
十
三
日
（
日
）
粟
井
地
区
自
治
振
興
協
議
会
総
会

役
員
総
会

三
十
日
（
日
）
粟
井
地
区
村
創
り
の
会
総
会

地
区
民
全
員
対
象
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■
み
ら
い
農
園[

桃
栽
培]

私
、
岩
城

未
來
は
、
粟
井
に
移
り
住
み

十
年
目
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。

谷
あ
い
の
、
里
の
景
色
は
私
の
理
性
と
感
性
を
十
分
に
満

た
し
て
く
れ
る
、
言
わ
ば

理
想
郷
。
優
し
い
陽
光
と
淡
く
香
る
草

花
の
春
。
命
燃
え
尽
き
る
ま
で
謳
歌
す
る
、
旺
盛
な
生
き
物
た
ち
の

夏
。
落
葉
し
、
幾
つ
か
の
実
を
遺
し
田
に
佇
む
、
夕
景
の
柿
の
木
の

秋
。
白
銀
の
快
晴
、
湯
舟
に
浸
か
り

聞
く

雪
解
け
の

調
子
良
い
雫
の
ネ

の
冬
。

幼
い
頃
か

ら
想
い
描
い

て
い
た

折

々
の
情
景

が
、
こ
の
粟

井
に
は
あ
り

ま
す
。

桃
農
家
と
し

て
駆
け
出
し

早

十

年

。

一
年
一
作
の

桃
を
育
て
る
の
は
子
育
て
と
同
じ
。
先
の
年
を
考
え
な
が
ら
、
そ
の

年
の
作
業
を
行
い
、
そ
し
て

甘
や
か
せ
ば
付
け
上
が
り
、
構
わ
な
け
れ
ば
グ

レ
ま
く
る
。
程
よ
い
加
減
で
手
を
差
し
伸
べ
、
見
守
る
こ
と
の
出
来
る
よ
う
な

桃
農
家
を
目
指
し
、
前
向
き
な
自
問
自
答
を
繰
り
返
す
日
々
で
ご
ざ
い
ま
す
。

■
こ
じ
ま
農
園[

ブ
ド
ウ
栽
培]

小
野
に
住
ん
で

い
る
小
島
で
す
。

２
０
１
３
年
に
大

阪
か
ら
越
し
て
き

て
、
早
く
も

年
10

に
な
り
ま
す
。
ぶ

ど
う
農
家
で
畑
は

田

殿

に

あ

り

ま

す
。
ぶ
ど
う
作
業

は
、
４
月
の
発
芽

か
ら

月
の
収
穫

10

ま

で

が

農

繁

期

で
、
そ
れ
以
外
の
期
間
は
時
間
に
余
裕
が
あ

り
、
朝
夕
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
兼
ね
て
犬
の

散
歩
を
し
て
い
ま
す
。
（
「
あ
れ
は
誰
じ
ゃ
あ
？
」
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
怪
し
い
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）
ぶ
ど
う
農
家
に
な
り
９

年
目
、
こ
こ
で
の
生
活
も
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
三
月

五
日
】

粟
井
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
、
粟
井
地
区
交
通
安
全
協
会
共
催
で
、

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
地
区
境
周
辺
及
び
街
道
沿
い
の
ゴ
ミ
・
空
き
缶
拾
い
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
拭
き
な
ど
で
し
た
。

みらい農園

こじま農園

【
三
月
一
日
】

■
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

令
和
五
年
三
月
二
十
六
日
（
日
）

午
前
九
時
三
十
分
～

場
所

勝
田
市
民
セ
ン
タ
ー

講
師

美
作
大
学
栄
養
学
科
教
授

（
医
学
博
士
）
藤
井
わ
か
子
先
生

参
加
費

５
０
０
円
（
資
料
代
他
）

参
加
者

エ
ゴ
マ
に
興
味
の
あ
る
方
、
申
し
込
み
不
要
。

主
催

美
作
市
エ
ゴ
マ
生
産
部
会

問
い
合
わ
せ
０
９
０
２
０
０
６
４
６
５
７
（
東
）
ま
で

美
作
市
エ
ゴ
マ
生
産
部
会
は
、
健
康
に
つ
い
て
お
互

い
学
習
し
、
楽
し
く
幸
せ
な
生
活
を
目
指
す
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

藤
井
教
授
を
お
招
き
し
栄
養
と
健
康
に
つ
い
て
、
健
康
食
品
と
し
て
人
気
の
高
い

エ
ゴ
マ
油
と
食
用
油
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。
皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

小
野
の
森
本
好
昭
様
（
亡

茂
記
）
、
小
野
の
池
田
直
美
様
（
亡

國
一
）
よ
り
、
粟
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
多
額
の
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
粟
井
地
区
の
福
祉
事
業

に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

[

編
集
後
記]

久
し
ぶ
り
に
、
二
人
の
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の
報
告
が
で
き
ま
し
た
。
平

成
二
十
七
年
の
粟
井
小
学
校
閉
校
以
来
、
粟
井
で
子
ど
も
の
姿
を
見
る
こ
と
も
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

年
前
の
心
配
が
今
現
実
と
な
り
、
将
来
へ
の
不
安
が
よ
ぎ
り
ま

10

す
。
こ
れ
ま
で
も
移
住
定
住
促
進
な
ど
、
絶
え
間
な
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
ま

だ
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。
地
域
を
守
る
た
め
に
は
、
一
層
の
工
夫
と
努
力
が
必
要
で
す
。

［小房］
二宮貫太・公美夫

妻に長男琥珀（こは
く）君が誕生しまし
た。
お子様の健やかな

成長をお祈りします。

［鷺巣］
三木章裕・真菜美夫妻

に長男綾真（りょうま）
君が誕生しました。
お子様の健やかな成長

をお祈りします。


